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宮城高次脳機能障害
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リハビリテ ー ショ ン講習会
就労へ の支援 ～ そ して就労後の支援
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■ 摩■
こ ◆ 開 会 ◆ 挨 拶 実行委貝 最 遠 藤 実 ( 仙台厚生病院名 営院長)

磁

■ 座 長/ 遠 藤 実 (宮城 高次 脳機能障 害連綿 協議会 ･ どんまし1 ネット宮城 代表)

脳損傷者のリカバリー の過程と支援
～ 高次脳機儲 障害デイケアの経験から ～

医療法人 工 ス ポア~ ル出雲クリニ ック

肴
.
ガ

j

講 師
理事長

･

院長

高 橋 幸 男 先生

高橋幸男先生プロ フ ィ
ー

ル

1 9 4 8 年( S 2 3 年) 出雲市 生まれ

1 9 7 4 年( S 4 9 年) 東 北大学医 学部卒 業

岩手 県立南 光病 院 ､ 鳥取大学 医学 部付属病 院を経て島根 県に

1 9 B 4 年( S 5 9 年) 隠 岐病 院勤 務(精 神科医 長) ｡ 3 年 間離 島の精 神科 医療を行う

1 9 8 7 年( S 6 2 年) 島根 県立湖 陵病院勤 務( 医療 局 長)

(その 後 ､ 精神 科医療 には外来 診療が大切との 思 い から)

1 9 91 年( H 3 年) 4 月 エ スポアール 出雲クリニ ックを開 院

日本老年椅神医学 会指導医 ･ 日本 橋神 神経 科診療 所協 会理事
･

日本調知 症ケア学会 評議員
･

認知症 ケア専 門士 ､

島根県立 大学 短期大学部 出雲キャ ンパ ス非常勤講 師
･

島根リハ ビリテ
ー ション学 院非常 勤講 師､ 松江 医療福祉 専 門学校非 常勤講 師

出雲の 精神保健と精 神障害者 の 福祉を支援する会 ｢ ふ あつ と｣ 代表

社会福 祉法 人 ふ あつと 理事 長

高次脳機能障害者 へ の

継ぎ目の ない支援に向けて

地域連携 パス & 支援マップを活用するには …

話題 提供 気仙沼モ デル とは?

就 労 サポートセン ターと れ い ん ス タッ フ 小 林 孝 平
一

般 社 団法 人 ⊃
･

工 ル 理事 小 林 明 美
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ー

ディ ネ
ー

タ
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東 北保 健 医 療専 門 学校 主 任 作業 療 法 士 原 田 勝 行

●パ ネラ
ー

就 労 サポ
ー

トセン タ
ー

と れ い ん ス タッ フ

ー

般 社 団主去人 コ
･ 工 ル 理 事

当 事 者

島村 楽 器株 式 会 社

就 労支 援セ ン タ
ー

lまつ ぶ サ
ー ビス 管理 責 任 者

◆ 質疑応答 ◆ 閉 会

小 林 孝 平

小 林 明 美

橋 浦 治 郎

干 葉 隼 冨

平 山 昭 江



高次脳機能障害者と豪族 をつ 存ぐネ､ソトワ ー ウ

鸞
と どんまいネットみやぎ

■■
_.
慈粘着煩慮 サl巨･･ざ; 冊 を望己匡† どん 乱 1 ネットみ やぎ代表 遠 藤 実

｢ どんまいネットみやぎ｣ は｢ 宮城高次脳機能障害連絡協議会･ どん まし1 ネ ット

みやぎ｣ の略称です ｡ 宮城県では ､ 平成1 3 年に立ち上げられた園の高次脳機能

障害支援モデル事業以来､ また､ 同席期より仙台市においても､ 高次脳機能障害

支援に積極的に取り組み､ 一定の成果が得られています ｡ しかし､ まだ見過こされ

ている障害者の発掘や､ 住み慣れた地域で支援が受けられる体制作りなど､ 更に

レベルアップした支援策が求められています｡

行政による支援活動は継続されますが､ そ れを現場でスム ー スに進めるために､

ボラン ティアにより結成されたのが｢ どんまいネッ トみやぎ｣ とい う団体です｡

今まで高次脳機能障害支援活動に積極的に関わ っ たり､ 現在現場で中心的に活動

してし1 る専門家が喪吉集してし1 ます｡

実際の活動としては､ まずは保健圏域ごとの ､ 地域に根ざした支援チ
ー ム作りの

手助け､ 関わD のある医療▼福祉･行政間の連携や ､

支援医療機関間 ､ 福祉組織･ 施設間の連携の

橋渡し役となります｡

我々の活動を通して ､ 障害者･ 家族支援の 気
輪が広がり､ 支援活動のレベルが上がること て
を期待しています｡

地域酌相談機関iこ繋曹3 う!!
高次脳機能障害の診断が下された時､ あ るいは ､ 家族が

高次脳機能障害ではないかと疑し1 を持っ た時､ た い てし1 の

方々は何もわからないところからの始まりで､ どこへ相談し

てし1し1 かもわからない … というのが実情ではないでしょうか｡

県内の保健福祉事務所や障害者相談支援機関などでは､

困り寧の相談を受けたり､ より専門の病院や支援機関へ繋い

だり､ ご本人
･ こ家族同士の交流の場を設けたりしてし1 ます｡

お 困りの方は､ お 近くの相談機関を訪ねてみてください ｡
一 緒に考えていく仲間 ･支援者に出会えると思います｡

仙南保健福祉事着所 母子
･

障害 Ⅲ ℡ 02 2 4 - 5 3 ･31 32

仙台保健福祉事務所 母子 ･

障害第= 班
･

丘 0 2 2 -3 6 5 -3 1 53

北部保健福包上事務所(大 崎) 母子 ･

障害緊 = 班 ℡ 02 2 9 - 8 7 - 8 01 1

北部保健福祉事務所栗原地域事務所 母子 ･

障害 瑚: ℡0 2 28-2 2-2 1 1 8

東部保健福祉事務所登米地域事務所 母子 ･ 障害 班 ℡0 2 20 - 2 2-61 1 8

東部保健福祉事務所(石巻) 母子 ･ 障害 班 缶0 2 25 - 9 5 -1 43 1

気仙沼保健福祉事務所 母子
･

障害 班 ℡0 2 26 - 21 -1 3 5 6

宮城県リハビリテ ー

ション支援センター(まなウ工 ル みや苦)

クリニ ッ ク班 ℡0 2 2 -7 8 4 -3 5 9 2
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